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Ⅰ 福祉用具サービスの維持発展に向けた活動

＊研修ポイント制度事務局通信＊　　　　　　　　　　　　マイページに、「選択」して「印刷」できる機能登場！
研修ポイント制度に「選択印刷」機能を付与しました。「前から印刷機能はあったのでは…？」そう思ってくださっ
た方もいるかもしれません。そのとおり、印刷機能は以前からありました。
ただ！今回注目していただきたいのは、“選択”して印刷できることです。以前からあった機能は、決まったフォー
ムで、決まった項目が印刷されます。一方、新しく付与した機能は、印刷したい項目――たとえば「氏名」と「所
属」と「研修履歴」だけ――を選択することができるのです。
ご利用者に自己紹介するときはこの項目、ケアマネジャーにアピールするときはこの項目、職場に提出するとき
はこの項目…などなど、ニーズに応じた活用が可能です。
「選択印刷」機能は、マイページ（ログインして自分だけが見られるページ）でのみ使っていただけます。ぜひ
試してみてください (*^^*)

＊事務局通信＊平成27年度老健事業進捗状況
本会では、本年度、厚生労働省老人保健健康増進等事業の助成を受けて、「専門的知識・経験を有する福祉用具
専門相談員の配置に向けた研修カリキュラム等に関する調査研究事業」に取り組んでいます。
この事業は、福祉用具貸与事業所に配置されている福祉用具専門相談員の一部について、「より専門的な福祉用
具専門相談員（仮）」とする（※将来的な議論であり現段階での決定事項ではありません）ことも視野に入れて、
養成カリキュラムを検討するものです。本年度中にカリキュラム（案）を整理し、報告書にまとめる予定です。
★報告書は本会ホームページに掲載します（http://www.zfssk.com/sp/1302_chosa/）

 

Ⅱ H.C.R.2015 国際福祉機器展
〜ふくせんワークショップ〜

2015.10.7・8・9 in 東京

  

Ⅴ 福祉用具プランナー研修開催
2015.8.1 〜 in 鹿児島　2015.11.21 〜 in 青森

公明党厚生労働部会の福祉用具貸与事業所視察に協力
自民党議員を訪問し現行の福祉用具サービスの維持を要望

 2015.10.8　in 東京

  

Ⅳ SV フォローアップ研修 ／ SV 養成研修開催
2016.2.12・13 in 東京

 

Ⅲ 福祉用具の日記念イベントを開催

記念講演 ／ 福祉用具専門相談員実力ラン
キングテスト上位者表彰式

  

Ⅵ 福祉用具訪問調査について講演
2015.11.12 in 世田谷区（東京）

  

Ⅶ シーティング講習会を開催
2016.2.6・7 in 東京

  

Ⅷ 会員ピックアップ 雷 俊峰 氏
（株）ライフ・テクノサービス（三重県）

2015.10.8 in 東京

2015.10.22・23 in 大阪 　2015.11.13・14 in 東京
本年度は 74 名の SV 誕生！

※SV（スーパーバイザー）
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賛助会員各位　いつもご協力ありがとうございます

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
発
展
に
向
け
た
活
動

公
明
党
厚
生
労
働
部
会
の
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
視
察

に
協
力　
　
　
　

議
員
が
福
祉
用
具
な
ど
を
体
験

　

公
明
党
か
ら
参
加
し
た
の
は
古
屋
範
子
副
代
表
（
厚

生
労
働
部
会
長
）、
高
木
美
智
代
衆
議
院
議
員
、
矢
倉

克
夫
参
議
院
議
員
、
佐
々
木
さ
や
か
参
議
院
議
員
。
こ

の
ほ
か
、
江
東
区
議
会
公
明
党
全
メ
ン
バ
ー
や
秘
書

な
ど
、
総
勢
20

名
近
い
参
加
が

あ
っ
た
。
財
務

省
か
ら
「
軽
度

者
の
福
祉
用
具

利
用
の
自
己
負

Ⅰ

担
化
」
等
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
な
か
、
古
屋
副

代
表
か
ら
は
、
冒
頭
、「
ど
う
い
う
形
で
要
支
援
・
要

介
護
高
齢
者
を
守
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
現
状
や
課

題
、
今
後
の
議
論
の
方
向
性
な
ど
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
岩
元
文
雄
理
事
長
か
ら
、
福
祉
用

具
に
お
け
る
保
険
給
付
の
状
況
を
も
と
に
、
福
祉
用

具
が
多
く
の
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
特
に
多

く
の
要
介
護
２
の
方
が
、
福
祉
用
具
を
活
用
し
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
中
川
敬
史
理
事
か
ら
は
、
た
く

さ
ん
の
福
祉
用
具
の
中
か
ら
、
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
が
専
門
性
を
も
っ
て
、
個
々
に
合
わ
せ
た
選
定
・
調

整
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、給
付
対
象
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

専
門
職
が
関
わ
り
、
適
切
な
利
用
が
実
現
で
き
て
い

２０１6
2／1

（東京）

去
る
２
月
１
日
、
公
明
党
厚
生
労
働
部
会
が
、
本
会
協
力
の
も
と
、
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
事
業

所
視
察
を
行
い
、
福
祉
用
具
体
験
や
本
会
役
員
等
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
（
於
：
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
東
京
東
営
業
所
〔
東
京
都
江
東
区
〕）。
財
務
省
か
ら
「
軽
度
者
の
福
祉
用
具
利
用
の
自
己
負
担
化
」
等
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
る
な
か
、
本
会
か
ら
は
、「
福
祉
用
具
は
介
護
度
に
関
係
な
く
利
用
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
。
こ

れ
ま
で
ど
お
り
軽
度
者
も
給
付
対
象
と
す
べ
き
」
と
要
望
を
伝
え
た
。

る
こ
と
を
伝
え
た
。

　

金
沢
善
智
理
事
は
、
具
体
的
な
数
字
で
福
祉
用
具
の

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
さ
を
紹
介
し
、「
福
祉
用

具
の
有
効
活
用
に
よ
っ
て
介
護
職
員
の
有
効
活
用
に
も

つ
な
が
る
。
効
率
の
良
い
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

す
る
こ
と
で
介
護
保
険
制
度
が
持
続
で
き
る
」
と
し
、

現
行
の
仕
組
み
の
継
続
を
強
く
訴
え
た
。

　

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
（
固
定
具
や
重
り
）
を
つ

け
て
の
福
祉
用
具
体
験
の
な
か
で
、「
起
き
上
が
り
や
す

い
し
、
立
ち
上
が
り
や
す
い
」
と
は
、
介
護
ベ
ッ
ド
を

使
用
し
た
古
屋
副
代
表
の
声
。
高
木
議
員
も
床
か
ら
の

■
改
革
の
具
体
的
な
方
向
性
（
案
）
※
要
約

①
貸
与
価
格
の
見
直
し
：
標
準
的
な
利
用
料
を
基

準
貸
与
価
格
と
し
て
設
定
す
る
。保
守
管
理
サ
ー

ビ
ス
等
は
貸
与
価
格
と
は
分
け
て
枠
組
み
を
検

討
し
、
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
を
促
進
す
る
。

②
貸
与
機
種
の
ス
ペ
ッ
ク
の
在
り
方
の
見
直
し
：

要
介
護
区
分
ご
と
に
標
準
的
な
貸
与
対
象
品
目

を
決
定
し
、
そ
の
範
囲
内
で
選
定
す
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
。

③
負
担
の
在
り
方
の
見
直
し
：
軽
度
者
（
要
支
援

１
～
要
介
護
２
）を
原
則
自
己
負
担（
一
部
補
助
）

と
し
、
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
保
険
給
付
の
割

合
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
。

財
務
省
案
「
軽
度
者
へ
の
福
祉
用
具
貸
与
の
在
り
方
」

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の
概
況
や

専
門
職
の
役
割
を
知
る

▲（左から）古屋範子副代表
（部会長）、高木美智代衆議院
議員、矢倉克夫参議院議員、
佐々木さやか参議院議員

高
齢
者
の
実
際
を
知
る

福
祉
用
具
の
可
能
性
を
体
感
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福祉用具サービスの維持発展に向けた活動

◆
田
村
憲
久
氏
（
前
厚
生
労
働
大
臣
）
を
訪
問

　

１
月
13
日
、
岩
元
理
事
長
と
中
川
理
事
が
前
厚

生
労
働
大
臣
の
田
村
憲
久
氏
を
訪
問
し
（
写
真
）、

財
務
省
の
提
案
に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、
福 んk

自
民
党
議
員
を
訪
問
し
現
行
の
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
要
望

祉
用
具
の
利
用
が
高
齢
者
の
自
立
に
つ
な
が
る
こ

と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
田
村
氏
か
ら
は
、「
要
介

護
者
は
、
１
・
２
で
あ
れ
『
介
護
』
が
必
要
な
の
だ

か
ら
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
か
ら
外
す
こ
と
は

望
ま
し
く
な
い
」
と
し
、「
我
々
も
反
対
し
て
い
き

ま
す
」
と
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
鴨
下
一
郎
氏
（
元
環
境
大
臣
・
元
厚
生
労
働

副
大
臣
）
を
訪
問

　
　

１
月
28
日
に
は
、
酒
井
博
人
副
理
事
長
も
含

め
、
３
名
で
元
環
境
大
臣
・
元
厚
労
副
大
臣
の

鴨
下
一
郎
氏
を
訪
問
し
、
同
様
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
鴨
下
氏
は
、財
源
の
制
約
に
言
及
し
つ
つ
、

「
転
倒
な
ど
に
よ
る
介
護
度
の
悪
化
に
よ
っ
て
給

付
費
が
増
加
す
る
よ
り
、
福
祉
用
具
で
自
立
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
う
が
よ
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

立
ち
上
が
り
を
試
し
、「
良
い
ほ
う
の
ひ
ざ
に
も
負
担

が
か
か
る
」
と
、
高
さ
調
整
の
で
き
る
介
護
ベ
ッ
ド
の

有
効
性
を
実
感
し
た
様
子
。
ほ
か
に
も
車
い
す
、
歩
行

器
を
実
際
に
体
験
し
た
。
体
験
後
の
意
見
交
換
で
は
、

「
車
い
す
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
（
調
整
機
能
）
が
あ

る
だ
け
で
全
然
違
っ
た
。
給
付
が
一
律
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
し
っ
か
り
訴
え
て

い
き
た
い
」（
矢
倉
議
員
）、「
福
祉
用
具
は
生
活
を
助
け

る
と
と
も
に
回
復
に
向
か
わ
せ
る
も
の
だ
と
い
う
考
え

を
学
ん
だ
」（
佐
々
木
議
員
）
な
ど
、
ど
の
議
員
か
ら
も

福
祉
用
具
の
効
果
を
実
感
す
る
意
見
が
あ
が
っ
た
。

古
屋
副
代
表
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢
者
に
合
っ
た
福

祉
用
具
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

し
、
視
察
を
締
め
く
く
っ
た
。

 デモ機協力
カワムラサイクル・幸和製作所・シーホネンス・
星光医療器製作所・ラックヘルスケア （五十音順）
 高齢者疑似体験セット協力　特殊衣料

▲歩行器で歩きやすさ
　を体感

▲車いすのティルト（傾く）機能を体験

▲（左から）岩元理事長、田村憲久氏、中川理事

▲最新の介護ロボットも登場
「モーター駆動による歩行器」

▲モジュール車いすで足こぎ体験
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ふ
く
せ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

制
度
改
正
！　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
制
度
は
ど
う
変
わ
る
?!

Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．２
０
１
５ 

国
際
福
祉
機
器
展　

10
／
７
・
８
・
９

H.C.R.2015／福祉用具の日

　

平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た
「
福
祉
用
具
の
日
（
10
月

１
日
）」を
記
念
し
て
、福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

協
会
と
の
共
催
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
本
会
の
岩
元
理
事
長
は
、「
福
祉
用
具
は
日
進

月
歩
。
超
速
の
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
ま
た
供
給
シ
ス

テ
ム
も
格
段
に
進
化
し
て
お
り
、
現
在
で
は
福
祉
用
具

が
全
国
津
々
浦
々
で
活
躍
し
て
い
る
。
住
宅
改
修
と
福

祉
用
具
に
よ
る
住
環
境
整
備
が
、
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

◆
記
念
講
演
：「
介
護
保
険
制
度
改
正
・
改
定
の
今
と

　

福
祉
用
具
・
住
環
境
整
備
の
こ
れ
か
ら
」

　

厚
生
労
働
省
の
東

指
導
官
（
前
出
）
が

社
会
保
障
費
問
題
、

医
療
と
介
護
の
連

携
、
早
期
認
知
症
対

策
な
ど
に
加
え
、
在

宅
介
護
に
お
け
る
住

宅
改
修
・
福
祉
用
具

の
役
割
等
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

◆
表
彰
式
：
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
実
力
ラ
ン
キ
ン
グ

テ
ス
ト
・
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
者
を
表
彰

　

総
合
第
１
位
遠
藤
克
文
氏
（
株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
ほ
か
４
名
に
、
表
彰
状
と
記
念

バ
ッ
ジ
が
授
与
さ
れ
た
。

Ⅱ

2015
10/8

（東京）

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

Ⅲ
福
祉
用
具
の
日

　
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
確
保
」
に
向

け
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
自
己
研
鑚
の
努
力
義
務
化
な

ど
、
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
会
は
厚
生
労
働
省
老
人
保

健
健
康
増
進
事
業

（注）
の
助
成
を
受
け
て
、「
よ
り
専
門

的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」

を
養
成
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
私
た
ち
福
祉

２０１5
10 ／ 7

（東京）

白澤 政和　氏
（しらさわ まさかず）

桜美林大学大学院老年学
研究科教授

露木 昭彰　氏
（つゆき てるあき）

神奈川県介護支援専門員
協会副理事長

渡邉 愼一　氏
（わたなべ しんいち）

神奈川県作業療法士会
会長（現顧問）

「在宅の限界点を上げる」
ため果たすべき役割とは。
知識や経験が「身に付い
ている」ことが必要

福祉用具１つで生活が変
わる。福祉用具専門相談
員には、ド○えもんのよ
うな存在でいてほしい

専門職として信頼され
るためには制度や商品
知識なども必要

岩元 文雄　氏
（いわもと ふみお）

本会理事長

東 祐二　氏
（ひがし ゆうじ）

厚生労働省老健局高齢者支援課
福祉用具・住宅改修指導官

職能を高めること、それ
を社会的に認めてもらう
ようアピールすること、双
方とも欠かせないテーマ

一定レベルをクリアして、
なお知識・技術をみがき、
経験値としていく。そうい
う方が増えてほしい

用
具
専
門
相
談
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
？　

ま
た

専
門
職
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
は
？　

各
方
面
の
有

識
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
聞
い
た
。

　

介
護
人
材
不
足
の
救
世

主
と
も
な
り
得
る
福
祉
用

具
。
そ
の
た
め
に
は
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
専
門

性
の
向
上
は
不
可
欠
だ
。

　

会
場
は
立
ち
見
が
で

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
関

心
・
意
識
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

 
◀ 

本
会
の
ブ
ー
ス
。
多
く
の
方
が

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

（注） 
専
門
的
知
識
・
経
験
を
有
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に

向
け
た
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

▶
講
演
の
様
子
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フォローアップ研修参加メンバーと講師

Ｓ
Ｖ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
。
よ
り
実
践
的
な
講
師
ス
キ
ル
を
習
得

　

２
月
12
日
・
13
日
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
養
成
研
修
」
の
修
了

者
を
対
象
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
た
。

「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ
」（
以
下
Ｓ
Ｖ
）

は
、
指
定
講
習
会
や
地
域
の
研
修
会
な
ど
で
、
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て
の
講
師
を
務
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
本
会
が
養
成
し
て
い
る
福
祉
用
具
専
門
相
談

今
年
度
は
74
名
の
新
た
な
Ｓ
Ｖ
誕
生

http://www.zfssk.com/sp/1411_sv/index.html
 福祉用具サービス計画ＳＶに関する詳しい情報は…

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
東
京
・
大
阪
の
２
会
場
で
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
を
開
催
し
ま

し
た
。
２
年
目
と
な
る
今
年
度
、
新
た
に
誕
生
し
た
Ｓ
Ｖ
は
74
名
。
昨
年
度
の
99

名
と
あ
わ
せ
て
、
１
７
３
名
の
Ｓ
Ｖ
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
板
橋
区
お
と
し
よ
り
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）
の
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

研
修
会
」
で
の
様
子
。
事
例
検
討
を
通
じ
た
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
方

法
を
教
え
た
の
は
丸
野
慎
二
氏
（
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）。
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
地
域
で
Ｓ
Ｖ
が
活
躍
し
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
も
期
待 

!!

員
。
そ
の
養
成
研
修
を
受
け
た
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
が
、
さ
ら
に
気
づ
き
を
得
て
、
よ
り
自
信
を
も
っ
て

講
師
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
開
催
し
た
の
が
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
だ
。

　

本
研
修
で
は
、
ま
ず
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
や

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
役
割
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
た
。

ま
た
、
講
師
経
験
の
な
い
受
講
生
の
心
配
事
に
対
し
て
、

講
師
経
験
者
が
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
き
た
か
を
助

言
し
、
ヒ
ン
ト
を
出
し
合
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
各
自
持

ち
寄
っ
た
事
例
の
報
告
会
を
通
じ
、「
計
画
作
成
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
」
を
議
論
し
、
受
講
生
に
伝

え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
は
、

他
者
の
説
明
か
ら
気
付
き
を
得
た
り
、
自
分
の
説
明
を

振
り
返
っ
た
り
し
て
、
指
導
に
活
か
せ
る
実
践
力
を
身

に
つ
け
た
。

受
講
生
か

ら
は
、「
わ

か
っ
て
い

る
つ
も
り

が
多
い
の

で
復
習
に
な
っ
た
」「
研
修
す
る
側
の
考
え

方
を
学
べ
た
」「
講
師
目
線
で
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
の
進
め
方
を
実
践
で
き
た
」「
い
ろ
ん

な
人
の
意
見
や
工
夫
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
実
際
の

指
定
講
習
を
見
学
し
た
い
」
と
い
っ
た
前

向
き
な
意
見
も
あ
り
、
今
後
の
Ｓ
Ｖ
の
活

躍
に
期
待
で
き
る
内
容
と
な
っ
た
。

２０１6
２／12
　・13

（東京）

SVフォローアップ研修・SV養成研修

Ⅳ
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福
祉
用
具
プ
ラ
ン

ナ
ー
研
修
を
開
催

　

鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
、
青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
で
、

「
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
」
を
開
催
し
た
。
個
々

の
状
態
に
合
わ
せ
て
福
祉
用
具
を
適
合
し
、
効
果
的
な

利
用
の
た
め
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

■
鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク 

担
当
者
コ
メ
ン
ト

　

株
式
会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ 
湯
脇
稔
氏

　

修
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
雰
囲
気
が
良
く
気
持

ち
良
く
学
習
で
き
た
」、「
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
、
増

や
し
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
る
」
等
、
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今
後

も
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
を
継
続
開
催
し
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
育
成
、
多
職

種
と
の
知
識
・
認
識
の
共
有
化
、
そ
し
て
鹿
児
島
県
ブ

ロ
ッ
ク
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク 

担
当
者
コ
メ
ン
ト

　

東
洋
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社 

成
田
朋
広
氏

　

受
講
者
は
専
門
的
知

識
の
習
得
を
す
る
と
と
も

に
講
師
の
方
々
の
熱
の
こ

も
っ
た
研
修
を
受
け
る
こ

と
で
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
と
し
て
重
要
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
地
域
で
の

意
識
改
革
も
含
め
た
資
質

向
上
に
繋
が
る
研
修
に
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ⅴ

世
田
谷
区
講
演
会
を
開
催

　

世
田
谷
区
の
介
護
保
険
課
と
共
催
で
「
介
護
保
険

制
度
改
正
に
よ
る
福
祉
用
具
の
動
向
～
訪
問
調
査
の

実
施
事
例
の
報
告
～
」
を
開
催
し
た
。

　

世
田
谷
区
か
ら
は
、
介
護
保
険
課
長
の
内
田
潤
一
氏

に
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
担
当
職
員
か
ら
、
給
付

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
あ
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、「
介
護
保
険
福
祉
用
具
購
入
に
係
る

訪
問
調
査
」
に
、
訪
問
調
査
員
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る

高
橋
陽
介
氏（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手
）、依
田
学
氏（
株

式
会
社
仁
済
）
が
、
調
査
事
例
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

高
橋
氏
は
、「
調
査
は
悪
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
福
祉
用
具
を
よ
り
良

く
使
っ
て
頂
く
た
め
に
行
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

依
田
氏
は
、
こ
れ
ま
で
で
唯
一
、
調
査
に
よ
っ
て
給

付
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
を
紹
介
し
た
ほ
か
、「
調

査
員
と
し
て
第
三
者
の
視
点
で
現
場
を
見
ら
れ
る
の

で
、
と
て
も
勉

強
に
な
っ
て
い

る
」
と
、
自
身

に
と
っ
て
も
訪

問
調
査
が
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を

話
し
た
。

Ⅵ

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
講
習
会
を
開
催

　

日
本
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
お
よ

び
日
本
車
椅
子
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
協
会
と
の
合
同
企
画

で
、「
福
祉
用
具
に
関
わ
る
方
の
た
め
の
シ
ー
テ
ィ
ン

グ
講
習
会
（
入
門
編
）」
を
開
催
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
車
い
す
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
を
学

び
、
自
立
に
向
け
た
福
祉
用
具
の
活
用
や
、
快
適
に
車

い
す
上
で
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
工
夫
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

実
技
で
は
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
と
な
る
身
体
各

部
を
触
っ
て
確
認
し
た
り
、モ
ジ
ュ
ー
ル
車
い
す
や
テ
ィ

ル
ト
・
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車
い
す
の
構
造
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
背
張
の
調
整
を
し
た
り
、
圧
セ
ン
サ
ー
を
使
っ

て
除
圧
を
体
感
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
設
定
の
車
い
す
を

乗
り
比
べ
て
み
た
り
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
で
移

乗
体
験
し
た
り
…
と
に
か
く
盛
り
だ
く
さ
ん
の
充
実
し

た
内
容
と
な
っ
た
。
各
団
体
の
講
師
が
講
座
・
実
技
を

担
当
し
、
本
会
か
ら
は
松
崎
佐
一
郎
氏
（
マ
ツ
ザ
キ
マ

テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
）
が
務
め
た
（
⑦
⑧
）。

Ⅶ

2016
2/6・7
（東京）

2015
11/12
（東京）

〈
時
間
割
〉

①
講
座
「
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
福
祉
用
具
」「
身
体
評
価
の
基
本
を
学
ぶ
」

②
実
技
「
身
体
計
測
を
し
て
み
よ
う
・
身
体
評
価
の
実
施
と
車
椅
子
調
整
」

③
講
座
「
車
椅
子
の
種
類
と
役
割
・
車
椅
子
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
」

④
実
技
「
車
椅
子
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
習・
背
張
調
整
―
ク
ッ
シ
ョ
ン
選
定
」

⑤
講
座
「
褥
瘡
予
防
・
摂
食
嚥
下
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

⑥
実
技
「
圧
セ
ン
サ
ー
で
除
圧
を
体
感
す
る
」

⑦
講
座
「
車
椅
子
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
福
祉
用
具
の
活
用
」

⑧
実
技
「
福
祉
用
具
の
活
用
で
ひ
ろ
が
る
自
立
支
援
」

依田 学 氏
（よだ まなぶ）
株式会社仁済

高橋 陽介 氏
（たかはし ようすけ）
株式会社やさしい手

2015
8/1〜
鹿児島
2015

11/21〜
青森
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⎢
研
修
担
当
者
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
想
い
を
も
っ
て

研
修
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

雷
氏
：
ふ
く
せ
ん
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
福
祉
用
具
専
門

相
談
員
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
研
修
を
通
し
て
、
一
人
一
人
の
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
が
日
頃
の
相
談
業
務
に
自
信
と

誇
り
を
持
て
る
こ
と
で
、
ご
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

会員ピックアップ
　

鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
、
青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
で
、

「
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
」
を
開
催
し
た
。
個
々

の
状
態
に
合
わ
せ
て
福
祉
用
具
を
適
合
し
、
効
果
的
な

利
用
の
た
め
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

■
鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク 

担
当
者
コ
メ
ン
ト

　

株
式
会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ 

湯
脇
稔
氏

　

修
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
雰
囲
気
が
良
く
気
持

ち
良
く
学
習
で
き
た
」、「
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
、
増

や
し
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
る
」
等
、
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今
後

も
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
を
継
続
開
催
し
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
育
成
、
多
職

種
と
の
知
識
・
認
識
の
共
有
化
、
そ
し
て
鹿
児
島
県
ブ

ロ
ッ
ク
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク 

担
当
者
コ
メ
ン
ト

　

東
洋
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社 

成
田
朋
広
氏

　

受
講
者
は
専
門
的
知

識
の
習
得
を
す
る
と
と
も

に
講
師
の
方
々
の
熱
の
こ

も
っ
た
研
修
を
受
け
る
こ

と
で
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
と
し
て
重
要
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
地
域
で
の

意
識
改
革
も
含
め
た
資
質

向
上
に
繋
が
る
研
修
に
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

会
員
の
声
か
ら
“
役
立
つ
研
修
”“
喜
ば
れ
る
研
修
”
を
企
画

地
域
の
専
門
性
向
上
を
目
指
す

雷ら
い 

俊と
し
お峰 

氏

（株） 

ラ
イ
フ
・
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

総
務
人
事
課
係
長　
（
三
重
県
津
市
）

各
ブ
ロ
ッ
ク
（
都
道
府
県
）
に
は
、「
研
修
担
当
者
」
と
い
う
役
割
の
方
が
い
て
、
地
域
で
の
研
修
機
会
の
確
保

（
企
画
、
開
催
、
情
報
提
供
な
ど
）
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。
今
回
は
、
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
担
当
者
で

あ
る
雷
俊
峰
氏
に
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク
の

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

⎢
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
か
？

雷
氏
：
こ
れ
ま
で
の
研
修
で
集
ま
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

参
考
に
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
苦
手
な
分
野

を
中
心
に
研
修
を
企
画
し
、
更
な
る
知
識
向
上
を
図

る
こ
と
で
す
。
外
部
（
県
外
等
）
の
研
修
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
良
い
研
修
は
三
重
県
内
で
開
催
し
て

も
ら
え
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

⎢
企
画
・
開
催
は
骨
が
折
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
苦

労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

雷
氏
：
研
修
計
画
や
講
師
と
の
調
整
、
研
修
告
知
、
受

講
者
の
募
集
等
、
様
々
な
不
安
が
あ
り
ま
す
。

⎢
一
方
で
、
や
り
が
い
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

雷
氏
：
研
修
修
了
後
に
、
受
講
者
か
ら
「
と
て
も
参
考

に
な
る
研
修
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
頂
い
た
時
が
一
番

う
れ
し
い
で
す
。
次
回
は
も
っ
と
良
い
研
修
を
企
画

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

⎢
と
て
も
う
れ
し
い
一
言
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
言

葉
を
原
動
力
に
し
た
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

雷
氏
：
賛
助
会
員
に
も
協
力
し
て
頂
い
て
研
修
機
会

を
増
や
し
、
県
内
の
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
地
域
の
福
祉
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
に
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
」
の
修
了
会
員
が
複
数
名
い
る
の

で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
県
内
で
Ｓ
Ｖ
養
成
も
行
い
た
い
で

す
ね
。

⎢
さ
い
ご
に
、
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

雷
氏
：
今
は
県
外
で
し
か
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
研
修

を
、
今
後
は
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク
が
企
画
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
！

⎢
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

雷 俊峰　氏
（らい としお）

株式会社ライフ・テクノサービス
　総務人事課　係長

※福祉用具専門相談員実務歴６年

Ⅷ
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本
会
で
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
が
介

護
給
付
適
正
化
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

行
う
「
福
祉
用
具
購
入
に
係
る
訪
問
調

査
」
に
協
力
し
、
東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
の
会

員
を
調
査
員
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

新
設 
12
月
３
日
を
も
っ
て
、
新
た
に
秋

田
県
ブ
ロ
ッ
ク
と
鳥
取
県
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
47
都
道
府
県
中
、

34
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
い
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
就
任
し
た
宮
田
氏
、
林

氏
に
一
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

■ 

秋
田
県
ブ
ロ
ッ
ク

 

■ 

鳥
取
県
ブ
ロ
ッ
ク
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ブ
ロ
ッ
ク
新
設
と
各
県
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
お
知
ら
せ

世
田
谷
区
訪
問
調
査
新
任
調
査
員
紹
介

今
後
、
鳥
取
も
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
は
大
変
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
鳥
取
の

相
談
員
の
専
門
性
が
向
上
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
他
の
地
域
と
同
等
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

林 誠　氏
（はやし まこと）

株式会社 ウィードメディカル
　代表取締役

プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動 

会
員
数

２
千
人
を
こ
え
ま
し
た
！

こ
の
度
は
、
秋
田
県
ブ
ロ
ッ
ク
設
立
に
ご
尽

力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
専
門
職
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
出
来

る
様
に
、
研
修
・
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮田 敏彦　氏
（みやた としひこ）

株式会社 かんきょう　
常務取締役

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
「
会
員
増
強
プ
ラ

ス
ワ
ン
運
動
」。
お
か
げ
さ
ま
で
、
会
員
数

が
２
千
人
を
超
え
ま
し
た
！

　

現
在
、
事
業
所
で
実
際
に
稼
働
し
て
い

る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
３
万
人
近
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
用
具
サ
ー
ビ

ス
の
重
要
性
や
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の

専
門
性
を
伝

え
て
い
く
た

め
に
は
、
せ
め

て
１
割
（
３
千

人
）
の
会
員

数
を
目
指
し

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご

協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

・
・
・
新
規
賛
助
会
員
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

賛
助
会
員
は
、
本
会
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
新
規
ご
入
会
い

た
だ
い
た
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 

中
央
法
規
出
版
株
式
会
社

主
な
事
業
：
六
法
か
ら
実
務
書
、
一
般
向
け
書
籍
ま
で
出
版
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
せ

ん
の
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
当
社
発
行
で
す
。

■ 

株
式
会
社
シ
コ
ク

主
な
事
業
：
ス
ロ
ー
プ
（「
段
な
い
・
ス
」
シ
リ
ー
ズ
）
や
手
す
り
（
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー

ト
手
す
り
シ
リ
ー
ズ
）
な
ど
特
徴
の
あ
る
介
護
福
祉
用
具
を
開
発
・
製
造
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

■ 

株
式
会
社
ス
マ
ー
ト

主
な
事
業
：
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
向
け
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
「
ス
マ
ー
ト
シ
ェ
イ
ク
」

の
開
発
、
保
守
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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’

 ＊詳細はウェブサイトでご覧いただけます
http://www.zfssk.com/sp/1302_chosa/abc_2015.html

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
れ
か
ら
皆
様
と
一
緒

に
勉
強
し
、
成
長
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
ご
利
用
者
の
自
立
支

援
に
資
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

菊池 崇　氏
（きくち たかし）

株式会社 ケアサービス
介護レンタル東京

総
会 

ブ
ロ
ッ
ク
設
立
に
と
も
な
い
、

設
立
総
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

研
修
会
の
同
時
開
催
も
検
討
い

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
日
程
を
空

け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
順

次
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
）。

■ 

鳥
取
県
ブ
ロ
ッ
ク
…
５
月
12
日
（
木
）

■ 

宮
城
県
ブ
ロ
ッ
ク
…
５
月
26
日
（
木
）

　

な
お
、
山
形
県
ブ
ロ
ッ
ク
も
設

立
に
向
け
て
準
備
中
で
す
！

　

同
じ
く
５
月
に
設
立
総
会
を
開

催
で
き
る
よ
う
準
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。


